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今月の表紙

チャレンジ農業体験 2015
（射水市内小学５、６年生）

2015 ８.22 ㈯

ヒーリー・スチュワートさんの圃場見学・ブラックベリーの収穫体験



「高品質で美しい富山米」への総仕上げ
～めざせ！ １等米比率 90％以上～

●毎時乾減率0.8％以下でゆっくり乾燥
　< 収穫時の籾水分 25％以上の場合 >
　・２～３時間の通風乾燥
　・二段乾燥の実施
　　（籾水分 17％一旦停止、半日経過後再乾燥）

●玄米水分14.5 ～ 15.0％の徹底

< 収穫時の籾水分 20％未満の場合 >
・機種標準マイナス５℃の送風温度
　で乾燥

　  慎重な乾燥２

●登熟期の気温が平年並みの場合
　積算温度 1,000 ～ 1,050℃、
　籾黄化率 85 ～ 90％で刈取り
●登熟期の気温が高温の場合
　積算温度 950℃、
　黄化率 80％で刈取り開始

　  気象に応じた適期刈取り１

高温で収穫が早回っても対応ができるよう、収穫・乾燥調製の準備を！

　◆ 1.9mm ふるい目の使用で選別を徹底
　◆施設や設備の点検・清掃を徹底して異品種・異物の混入を防止

　適正作業で胴割れ防止！

３　いみず野だより いみず野だより　２いみず野だより　２

　

８
月
27
日
（
木
）、
平
成
27
年
度
産
米
の
初
検
査
が
小
杉
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
射
水
市
大
江
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
を
受
け
た
の
は
８
月
23
日
よ
り
刈
り
取
り
さ
れ
た
早

生
品
種
「
て
ん
た
か
く
」
４
１
９
袋
（
１
２
，５
７
０
㎏
）
で

検
査
の
結
果
全
量
一
等
米
に
格
付
け
さ
れ
、
中
京
方
面
に
出

荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
千
粒
重
は
平
年
並
み
、
充
実
度･

粒
形･

粒
揃

い
は
昨
年
よ
り
や
や
良
く
、
総
合
的
な
品
質
は
未
熟
米
が
少

し
混
入
す
る
が
整
粒
は
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
１
等
は
整
粒

70
％
以
上
で
、結
果
は
前
年
よ
り
２
ポ
イ
ン
ト
低
い
73
％
（
平

均
）
で
し
た
。
８
月
上
旬
ま
で
高
温
多
照
で
推
移
し
て
生
育

が
早
ま
り
、
中
旬
は
気
温
が
平
年
並
み
と
な
り
品
質
は
前
年

並
み
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
産 

新
米
初
検
査 

全
量
1
等
に

平成27年産 米概算金単価表

・  バラ・フレコンは上記金額から▲ 172 円となります。
・  「ＪＡ米」の要件は満たさない「一般米」は、上記金額から▲300円
　となります。

・  原則として、平成 27 年 12 月までに契約・販売状況を勘案のうえ、
　追加払いを実施する予定です。
※本年度よりデータシステム変更に伴い、米穀代金入金処理が検査
　買入の翌営業日（起算日扱い）となることをお知らせします。

（紙袋 60㎏あたり、消費税込、単位：円）

制　度 種　類 品種銘柄 等　級
27年産
概算金
単　価

26年産
概算金
単　価

出
荷
契
約
米
（
Ｊ
Ａ
米
）

う　

る　

ち　

米

コシヒカリ １等 11,300 10,500

てんたかく １等 9,500 9,000

てんこもり １等 9,500 9,000

そ　の　他 １等 9,000 8,500

酒 米 全　銘　柄 １等 13,000 12,000

も　

ち　

米

新大正もち １等 13,000 11,000

そ　の　他 １等 12,200 10,200

加工用米 うるち米
も ち 米 全　銘　柄 １等 7,200 7,800

備蓄米 うるち米 全　銘　柄 １等 7,200 10,000

　

９
月
３
日
（
木
）
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
営
農
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
い
み
ず
野

管
内
の
大
麦
生
産
者
約
70
名
に
出
席
頂
い
て
、
９
月
末
か
ら
始
ま
る
平
成
28
年
産

大
麦
の
播
種
に
向
け
て
栽
培
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
産
大
麦
は
平
年
に
比
べ
収
量
は
や
や
少
な
め
（
当
管
内
平
均
２
３
０

㎏
／
10
ａ
）
と
目
標
数
量
と
さ
れ
る
（
３
５
０
㎏
／
10
ａ
）
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
産
大
麦
栽
培
の
概
要
に
基
づ
き
高
岡
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
の
田
村
普
及
員
か
ら
、
排
水
対
策
の
徹
底･

計
画
的
な
播
種･

除
草
剤
散

布
に
よ
る
雑
草
対
策･

平
成
28
年
度
産
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ

て
の
説
明
と
大
麦
あ
と
水
田
の
活
用
に
つ
い
て
、
い
み
ず
野
管
内
で
は
ソ
バ
等
の

作
付
拡
大
に
よ
り
活
用
率
は
向
上
し
て
い
る
も
の
の
土
地
利
用
の
41
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
や
遊
休
農
地
は
カ
メ
ム
シ
等
の
害
虫
の
発
生
源
と
な
る
こ
と
等

問
題
点
と
水
田
を
フ
ル
活
用
し
大
豆
や
園
芸
作
物
の
作
付
に
よ
る
所
得
確
保
等
、

今
後
の
対
応
に
向
け
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
麦
の
作
付
拡
大
に
向
け
て
」
国･

県
の
助
成
に
つ
い
て
の
紹
介
が

あ
り
、
参
加
さ
れ
た
生
産
者
の
方
々
は
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

大
麦
栽
培
研
修
会 

開
催

コンバイン
○ワラ詰まりの除去やその他異常が
発生した場合は、必ずエンジンを
止める。
○手こぎ作業時は手の位置や足場の
確認をする。
○防護具（例、ヘルメット）や巻き込
まれにくい服装を着用する。
○運転席は死角が多いので、事前に
路肩や畦畔の位置を確認するとと
もに、補助者とは合図や確認を取
り合う。

○暑さをしのぐ服装を着用し、
こまめな水分・塩分補給を
する。
○気温の高い時間帯での作業
を避け、こまめな休憩を確
保する、
○自力で水が飲めない、意識
がない場合には、直ちに救
急隊を要請する。

熱中症
○火災防止や品質確保のため、
乾燥調製施設等の使用前に
は、整備・点検・補修を徹底
する。
○挟まれ事故防止のため、歩行
型トラクターを反転・後退さ
せる際は、エンジン回転数を
減速し、足下や後方に障害物
がないことを確認する。

その他

安全な農作業に

　　　努めましょう！

期　間
8/20～10/20

「平成27年度  秋の農作業安全運動」実施中



　

８
月
25
日（
火
） 

、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野

南
郷
支
店
2
階
会
議
室
に
お
い
て
、
南

郷
支
店
年
金
友
の
会
と
女
性
部
南
郷
支

部
の
皆
さ
ん
50
名
の
合
同
参
加
に
よ
る

家
庭
菜
園
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
（
小
泉

紀
世
副
主
幹
）
を
講
師
に
招
き
、
野
菜

栽
培
の
土
づ
く
り
や
秋
ま
き
野
菜
の
栽

培
方
法
、
管
理
方
法
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
習
で
は
、
肥
料
の
種
類
と
特
徴
や

･

野
菜
ご
と
の
作
物
に
あ
っ
た
施
肥
・

追
肥
の
方
法
、
石
灰
の
施
用
方
法
な
ど

を
配
布
の
図
解
資
料
を
も
と
に
大
変
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、「
だ
い
こ
ん
」
と
「
た

ま
ね
ぎ
」
の
栽
培
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

だ
い
こ
ん
の
栽
培
つ
い
て
は
、
作
土

の
深
い
ほ
場
の
選
定
や
適
期
追
肥
に
よ

る
曲
が
り
防
止
な
ど
の
注
意
の
ポ
イ
ン

ト
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
品
種

や
播
種
時
期
、
追
肥
例
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
ま
ね
ぎ
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
苗

床
の
準
備
と
播
種
・
育
苗
の
管
理
と
定

南
郷
支
店

家
庭
菜
園
教
室
の
開
催

植
時
の
苗
の
生
育
目
標
と
苗
の
選
別
に

つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
今
回
初
の
座
学

と
な
り
ま
し
た
が
、
教
室
に
参
加
さ
れ

た
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
郷
支
店
で
は
、
毎
年
春
と
秋
に
圃

場
で
の
青
空
家
庭
菜
園
教
室
を
実
施
し

野
菜
栽
培
に
関
す
る
疑
問
や
質
問
等
を

交
え
た
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
12
日
（
水
）
毎
年
大
好
評
の
お
盆
用

切
花
と
野
菜
の
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
お
盆
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、
射
水
市

産（
地
産
地
消
の
取
り
組
み
）の
小
菊
や
百
合

な
ど
の
お
供
え
用
・
お
墓
参
り
用
の
切
花
と

し
て
毎
年
こ
の
時
期
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
早
朝
６
時
か
ら
農
作
物
直
売
所
菜
っ

ち
ゃ
ん
太
閤
山
店
を
ス
タ
ー
ト
し
、
菜
っ

ち
ゃ
ん
新
湊
店
、
小
杉
低
温
倉
庫
へ
と
巡
回

し
ま
し
た
。

　

ど
の
会
場
も
た
く
さ
ん
の
方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
時
節
柄
お
盆
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

価
格
も
一
般
と
比
べ
て
安
い
こ
と
か
ら
た
く

さ
ん
の
切
花
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

直
売
所
前
で
は
、
小
菊
や
百
合
な
ど
の
切

花
の
販
売
の
み
で
し
た
が
ど
ち
ら
の
直
売
所

で
も
開
店
前
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
開
店
を

待
ち
わ
び
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
杉
低
温
倉
庫
前
の
販
売
で
は
、

切
花
に
加
え
射
水
産
の
朝
ど
れ
新
鮮
野
菜
も

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
射
水
市
産
の
黒
大
豆
枝

豆
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
や
ス
イ
カ
、
モ
モ
、

甘
ウ
リ
な
ど
が
特
に
人
気
で
地
元
朝
ど
れ
野

菜
の
販
売
は
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
大

変
好
評
で
し
た
。

　

お
盆
用
切
花
の
販
売
も
好
調
で
た
く
さ
ん

の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
大
変
賑
わ
い
ま
し

た
。

 

お 

盆 

用

    

　
花
の
即
売
会
開
催
　
　

▲お盆用の切花がたくさん並ぶ菜っちゃん太閤山店

▲たくさんのお客様でにぎわう菜っちゃん新湊店

今
が
旬
!!
梨
の
最
盛
期

５　いみず野だより いみず野だより　４

　

８
月
中
旬
以
降
、
梨
の
出
荷
が
最
盛
期

を
迎
え
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
作
物
直
売
所

「
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店
・
新
湊
店
」で
は
、

朝
の
開
店
直
後
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
味
覚
を
代
表
す
る
梨
は
、
果
汁

た
っ
ぷ
り
で
と
て
も
み
ず
み
ず
し
く
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
歯
触
え
の
よ
い
食
感

が
特
徴
で
す
。
出
荷
は
、
８
月
中
旬
か
ら

10
月
中
旬
ま
で
の
約
２
ヶ
月
間
、「
幸
水

（
こ
う
す
い
）」
→
「
豊
水
（
ほ
う
す
い
）」

→
「
新
高
（
に
い
た
か
）」
の
順
で
収
穫

が
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。

　

直
売
所
店
内
で
は
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か

り
の
甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
「
幸
水
」
や

地
元
産
「
巨
峰
」
朝
ど
れ
新
鮮
野
菜
が
陳

列
棚
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、
開
店
と
同
時
に

待
ち
か
ね
た
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
初
の
試
み
と
し
て
黒
大
豆

枝
豆
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
の
つ
め
放
題
の

販
売
も
行
わ
れ
来
店
さ
れ
た
お
客
様
の
評

価
は
好
評
で
し
た
。

　
「
幸
水
」
は
９
月
上
旬
頃
ま
で
店
頭
に

並
び
、
続
い
て
「
豊
水
」
な
ど
の
順
に
店

頭
に
並
ぶ
予
定
で
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
【
営
業
時
間
】 

９
時
～
16
時
30
分

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

農
作
物
直
売
所

　
　

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店

　
　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

３
２
７
２

　
　

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

　
　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

10
月
31
日
㈯

　　　　　　　　貸切バス　　　　　　　　　食べ歩きクーポン 「栗モナカ栗ソフトなど 7 特典付」
ＪＡいみず野管内＝＝＝＝【高速道】＝＝＝＝小布施食べ歩き / 散策＝＝ 早めの夕食 （信州）
　　　12:00 頃　　　　　　　　　　　　　　15:00/16:30 頃　　　　　17:00 ～ 18:00 の予定
　　大人気のイルミネーション！ 150 万球の LED の明かりが咲き誇る
＝＝アパリゾート上越妙高「イルミネーション 2015」／自由見学＝＝＝＝【高速道】＝＝＝ JA いみず野管内
         19:00   （17:00 点灯予定）　　　　　　　　　～ 20:30 バスに集合　　　　　　　　　　　23:30 頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※コースは予定です。変更になる場合もございます。

◆旅行実施日： 平成27年10月31日（土）　日帰りの旅

◆ご旅行代金：大人お一人様12,800円（税込） 募集40名様

アパリゾート上越妙高
イルミネーション 2015
～栗と北斎と花のまち小布施を散策～

夕食付なのでゆっくり見学♪



ャ レ ン ジ 農 業 体 験 2015チ
第２回

　８月 22 日㈯、ＪＡいみず野青年部・女性部・射
水市農業再生協議会による「第２回チャレンジ農
業体験 2015」が開催され、射水市内の小学５・６
年生の児童 34 名が参加しました。
　第２回目の今回はヒーリー・スチュワートさん
の圃場見学・ブラックベリーの収穫体験です。開
会式では主催者として中橋雅彦営農部長・青年部
から松本剛明さんの挨拶、そして高岡農林振興セ
ンター南條係長より射水市内の果樹について勉強
会がありました。
　ＪＡいみず野営農管理センターからバスにて、
射水市串田新の新田公民館まで移動し、そこから
徒歩で圃場へ向かいました。
　まず始めに、ヒーリーさんから挨拶があり圃場
で栽培しているものについての説明がありました。
その後 2班に分かれてヒーリーさんからはブラッ
クベリーの説明、高岡振興センター南條さんから
はラズベリーとイチジクの説明をしていただきま
した。参加された児童は普段見ることがないので
熱心に説明を聞いていました。
　圃場見学終了後、ヒーリーさんからブラックベ
リーの収穫に関する注意事項を説明してもらい、
児童たちは一つ一つ丁寧にブラックベリーを収穫

しました。最初は戸惑っ
ていた児童が多くいまし
たが、慣れてくると収穫
するペースが速くなって
いました。収穫したブラッ
クベリーはお土産として
持ち帰ってもらい、みん
なでヒーリーさんにお礼をいいました。
　新田公民館まで移動し、公民館内でヒーリーさ
ん特製スコーン・ブラックベリージャム・ミック
スベリージャム・ブラックベリージュースを試食
しました。汗をかいて作業し、お腹を減っていた
こともあり皆さん美味しそうに食べていました。
　営農管理センターに戻り、河岸芳美女性部長か
ら閉会の言葉をいただき、解散しました。児童た
ちにとってこの農業体
験は、夏休みの良い思い
出になったと思います。
　次回は会場が第 1 回
と同じ池多の圃場で「サ
ツマイモの収穫体験」を
10 月に予定しています。
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ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
フ
ァ
ー
ム
内
の

農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
。
好
き
な
ワ

イ
ン
を
選
ん
で
、
す
て
き
な
グ
ラ
ス
で

乾
杯
で
す
。
フ
ル
コ
ー
ス
で
、
ち
ょ
と

気
取
っ
て
食
事
を
し
ま
し
た
。
今
日
は
、

日
常
の
忙
し
さ
か
ら
離
れ
て
リ
フ
レ

シ
ュ
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
よ

く
新
し
い
発
見
を
求
め
て
出
か
け
て
行

き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

●
秋
冬
野
菜
講
習
会

　

８
月
11
日
（
火
）
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
三
島

野
支
店
２
階
に
て
、
秋
冬
野
菜
の
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
猛
暑
続
き
の

今
年
の
夏
、
人
も
野
菜
も
ぐ
っ
た
り
、

秋
冬
野
菜
は
ど
う
な
る
の
か
な
？
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
な
？
と
思
い
な
が
ら

参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
に
対
す
る
根
こ
ぶ
病
、

（
白
菜
、
カ
ブ
、
大
根
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
小
松
菜
）
等
に
殺
菌
剤
フ

ロ
ン
サ
イ
ド
が
良
い
。
温
度
調
節
に
寒

冷
紗
や
不
織
布
な
ど
覆
い
す
る
。
里
芋
、

ナ
ス
等
に
夕
方
に
水
や
り
を
す
る
。
人

参
の
品
種
は
、
彩
誉
、
向
陽
２
号
、
愛

紅
等
が
育
て
や
す
い
、
又
発
芽
ま
で
畝

を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
潅
水
す
る
。
間

引
き
を
す
る
前
に
肥
料
を
施
す
。
ネ
ギ

は
、
８
月
25
日
以
後
土
寄
せ
肥
料
等
、

営
農
指
導
員
か
ら
親
切
、
丁
寧
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
質
問

タ
イ
ム
を
頂
き
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
で
育
て
た
新
鮮
野
菜
で
安
全
、

安
心
、
野
菜
「
食
と
農
を
考
え
る
」
集

い
の
講
師
、
板
倉
啓
子
先
生
が
言
っ
て

お
ら
れ
た
「
幸
福
は
口
福
か
ら
」
若
い

体
を
作
る
長
寿
食
。
を
合
言
葉
に
「
野

菜
収
穫
し
た
ら
試
食
を
し
よ
う
ね
」
と

閉
会
し
ま
し
た
。　
　
（
水
戸
田
支
部
）

●
視
察
研
修
に
参
加
し
て

　

夏
の
陽
射
し
が
ま
ぶ
し
い
７
月
12
日

（
日
）、
小
杉
支
部
女
性
部
17
名
は
、
視

察
研
修
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
新
湊
で
内
川
遊
覧
。
地
元
の
お

母
さ
ん
ガ
イ
ド
が
親
し
み
や
す
く
説
明

さ
れ
、
橋
を
い
く
つ
も
く
ぐ
り
最
近
、

映
画
や
テ
レ
ビ
で
出
て
く
る
撮
影
場
所

が
あ
っ
た
り
、
生
活
に
と
け
こ
ん
だ
内

川
の
景
色
が
楽
し
め
ま
し
た
。

　

次
に
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ひ
み
生
産
者
直

売
所
。
地
元
の
野
菜
、
花
、
加
工
品
が

た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
併

設
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ベ
ー
カ
リ
ー
ひ

み
は
、
北
陸
初
の
玄
米
粉
パ
ン
専
門
店

で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
で
、

昼
食
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氷
見
牛
カ

レ
ー
パ
ン
を
、
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
氷
見
「
セ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
」

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
見
学
。
広
大
な
敷
地
内

に
は
、
ぶ
ど
う
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木

が
植
え
ら
れ
、
ヤ
ギ
も
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
清
潔
な
工
場
の
中
の
地
下
貯
蔵
庫

に
は
、
大
き
な
樽
が
、
い
く
つ
も
有
り

今
後
の
日
程

９
月
25
日
㈮　

朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動

　
　

29
日
㈫　

手
芸
教
室

　
　

30
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
西
高
木
）

10
月
２
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
生
源
寺
）

　
　

６
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
下
村
三
箇
）

　
　

７
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
牧
田
・
小
泉
）

　
　

８
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

12
日
㈪
～
17
日
㈯　

皇
居
清
掃
奉
仕

　
　

21
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
殿
村
）

　
　

23
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
水
戸
田
）

　
　

24
日
㈯　

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　
　
　

～

　
　

25
日
㈰　
（
愛
菜
グ
ル
ー
プ
）

　
　

29
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
南
通
り
）

　
　

31
日
㈯　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

ＪＡ女性部会員募集
ＪＡいみず野女性部では、料理教室・健康教室等いろ
いろな活動をしています。是非多くの皆さんの参加を
お待ちしております。

フラワー・アレンジメント教室 料理教室

手芸教室健康教室

【お問合せ先】生産販売課52-0368

集金業務の見直しについて

いみず野農業協同組合

　集金業務につきまして、全国的に集金時のリスク回避やトラブル解消の対策を講じている
ところであり、当ＪＡにおいても時間外集金の廃止や、定期的な集金業務の廃止・縮小等を
行うこととなりました。
　お客様各位にはご迷惑をお掛けいたしますが、不祥事等未然防止として取り組んでまいり
ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
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10,800円

87,310 円一括保証料

定額保証料30,000円

【例】 お借入額1,000万円当り一括前払（非課税）（富山県農業信用基金協会の
  　  場合）

153,699円 203,422 円 223,246円

※上記金利は原則毎月見直しします。
※ローンご利用は、 JA所定の資格・要件

を満たす方に限らせていただきます。
※ローン商品の詳しい内容については、

店頭に説明書をご用意しております。
※審査の結果、ローン利用のご希望に添えな

い場合もございますので、ご了承ください。
※住宅ローンをご利用中に、繰上返済を行

う場合や返済条件を変更する場合には、
別途JA所定の手数料が必要となります。

※現在利用中のJA住宅ローンのお借
換えにはご利用いただけません。

※店頭にて返済額の試算を承っております。
※利率軽減適用期間中にご返済の滞り

などが発生した場合には、次回金利
見直し時から金利軽減の適応を中止
させていただく場合がございます。

年周51生誕野ずみいAJ

15
th

「JAとのお取引はこれから」というお客様もお気軽に！
ご利用には、組合員加入のための出資が必要となります。

〈保証料別途〉

％年

（基準金利 年1.8年）
3年固定

15
th

〈保証料別途〉

％年

（基準金利 年2.4年）
10年固定

15
th

お取扱期間： 平成27年 9月1日㈫～9月30日㈬
（ご注意）本商品の他にも、とくとく住宅ローンをご用意しております。詳しくは窓口にお問い合わせください。

とくとくプラン適用について　
給与振込指定していただけるお客様はとくとくプランでのご利用となります。

5年
もの

200万以上は

0.35％

5年
もの 0.30％

（200万未満）
お預入れ金額

20万円以上〜1,000万円未満
お預入れ期間

3年もの・5年もの（複利型）

（新規預け入れの定期貯金のみ、対象となります。）
（自動継続でお預け入れの場合、継続後の利率は店頭表示金利となります。）
※中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用させていただきます。（手数料なし）

取扱
期間

合併 周年記念

ⓒちょリス

定期貯金で

お得に貯める

チャンス‼
平成27年

９月１日㈫〜９月30日㈬

15
3年
もの 0.23％

対象となるお客様
個人の方 スーパー定期

対象定期貯金

募集総額
預入期間3年、5年を合算して20億円まで
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